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1 In リア シー キッ / 円 E や を さっ を 3 
な 強敵 が 潜む ほか 、 罠 な ども 仕 

き 掛け られ て いる 。 こ れ ら 難所 を 
探索 し 、 困 難 を 克服 で きた と き 

0 回 Ed 二 = ミ 29EBp7 だ 4: が) 
脳 内 に 溢れ 、 か つて な いよ ろ こ 
びに 変わ っ て ゆく 。 


加 


p 獣 た ち を 葬り 、 そ の 血 を 糧 と し て 成長 
し て いく 。 血 の 遺志 を どう 扱っ て いく の 
か ? すべ て は 己 し だ い 。 
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/ ル 6 に 
』 | ーー DS Ed に に 4 ヨ の り ァ と と つう) 月 
NR 8 ド の 数 々 。 新た な 道 を 切り 開く た RI 


に は 己 を 成長 させ 、 そ こ に 巣 くう 敵 
と の 死闘 を 制す る 必要 が ある 。 自 。 
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の メチ サマ リジン バク 
それ を 狩る も の た ち ー 一 


古い 医療 の 街 に 充満 する 


_ 死 の 臭い 


物語 の 舞台 で ある 古都 ヤー 
ナム は 、 ゴ シッ ク 調 の 建物 や 
ミ ガス 灯 な ど が ある 古 め か し さ 
3 の 残る 街並み 。 か つて 医療 の 
R 街 と し て 栄え た が 、 今 で は そ 

の 面影 は な く 、 陰 気 な 雰囲気 








上 の 病 に 置 さ れ た だ 


群 押 


な ん の 皮肉 か 、 医 療 の 街 と し て 栄え 
た ヤー ナム に は 「 獣 の 病 ] に 置 され た 
も の た ち が 和 群れ を な し て いる 。 彼 ら は 
街 を さま よい 、 街 に 訪れ る 狩人 た ち を 


敵 と 認識 し 、 襲 い 掛 か っ て くる 。 











が 漂っ て いる 。 街 の いた る と 
ころ に は 「 獣 の 病 ] に 置 さ れ 
た 人 々 が 宰 但 し 、 安 全 な 場所 
は どこ に も な い 。 狩 人 は 、 死 
に 包ま れ た この 空間 で 何 を 知 
り 、 何 を 体験 する の か ? 





析 か 東 、 人 里 離 れ た 山間 に ある 忘 
れ ら れ た 街 、 ヤ ー ナ ム に は 奇妙 な 
- 風土 病 「 獣 の 病 ] が 広がっ て いる 。 
この 病 に か か る と 、 人 は 人 と し て 
の 理性 を 失う らし い 。 そ ん な 獣 と 
な っ た も の を 葬る 狩人 も いた 。 











証 の):』 国 回 に そ 09/ コ ヒマ / コ 
が 、 獣 を 狩る こと は 本 能 が 忘れ 
kN ち F さ っ) お 


叫 街 中 の と ある 廃 震 内 で も 獣 が 
吊り 下がっ て いる 。 こ れ は な ん 
ら か の 儀式 な の か ? 


当 街 の 外れ に は 無数 の 墓 が 並ん 
で いる 。 これ は 「 獣 の 病 ] に 発 
1 の 7/ コ = リ / 攻 っ 1 ひと さ :- 4 















区 人 6 沈 さ 。 
と ' 2 いり 3 和 を 抽 ミ 


4 獣 が 嫌う た いま つ を 持ち 、 街 の 中 を 従 介 する も の た ち 。 そ し て 、 


訪れ る 狩人 を 獣 で ちる か の ご と く 襲 い 掛か っ て くる 。 
月 群衆 た ちの な か に は 犬 を 連れ て いる も の も いる 。 凶暴 な 犬 は 、 狩 
人 を 発見 する と 咲 え 、 周 囲 の 仲間 を 呼び 出す 。 


四 常 に 複数 で 行動 し こおり 、 一 度 狩人 を 発見 する と 仲間 を 引き 連れ 
て 近寄っ て くる 。 彼 ら の 目 に 狩人 は 、 ど う 映 っ て いる の か ? 


軌 錠 や 、 す き と い っ た 農具 を は じ め 、 長 銃 や た いま つ な ど の 道具 を 
持つ 。 そ こ か ら も 彼ら が 、 か つて 人 で あっ た こと を 感じ られ る 。 


に ーー D 











『 人 な ら さ ざる 

ヤー ナム に は 、 群 衆 以外 に も 人 間 
か ら は 程遠い 姿 に 変わ っ た 生物 も 存 
在 す る 。 こ の も の た ち も 狩 人 を 発見 


する と 二 っ て くる が 、 彼 ら の 目的 は 
依然 と し て 謎 に 包ま れ て いる 。 





NM に 


人 墓場 に は 怪し げ な 女 
性 が 現れ る 。 そ の 手 に は 
』 死者 を よみ が えら せる 鐘 
と 短剣 を 持つ 。 ま た 、 人 
間 の よう な 死体 が 散ら ば 
る 洞窟 内 に は 大 柄 の 生物 
も ! 幾多 の 人 間 を 死に 
追い や っ た 彼ら は 何 を 求 
め て さま よう の か …… 
















異形 の 
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獣 た ち は 体 中 が 何 か に 触 ま れ 、 腐 敗 し て いる よう 
な 印象 を 受け る 。 そ の 牙 や 爪 は 非常 に 強力 で 、 狩 人 
に と っ て 強敵 と な る 。 な か に は 人 の よう な 動き を 見 
せる 獣 も いる が 、 は た し て 獣 の 正体 と は ……。 


請 左 腕 が 異様 に 発達 し た 「 聖 職 者 の 獣 ] と 呼 
ば れる 大 型 の 獣 。 体 中 が 何 か に 触 ま れ 、 も は 
や 原型 すら わか ら な い 。 


思い 山 :C3E ち と ぐ コ ソル レル ぐ / き っ た 生 い に 2jpXG 
も 長 時 間 飛ぶ こと は で き な い 。 


当 痛 中 の 皮 が た だ れ て いる 「 血 に 潟 いた 獣 」。 
腐敗 も すご く 、 危 険 な 匂い を 漂わ せる 。 

衣 激 し い 炎 に 身 を 包ん だ 大 型 の 獣 「 旧 主 の 番 
犬 」。 燃え盛る 体 は 何 を 元 に 燃え 続け て いる 


の か ? 狩人 を 寄せ 付け な いた め の 手段 な の 
か も し れ な い 。 
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レシ ルム ニョ シレ 4 り た 省 細 と 2 だ 
分 身 と な る ここ で は クリ エイ ト 可 能 な 項目 
PAC ! の 重要 な も の を 解説 し て いく 。 


2 39 で は 肌 や 上 の 色 に は じ ま り 、 0 
小鼻 の 大 き さ や 口 の か み 合 わせ が 3 の か 
Tc C 員 も こい た る まで 非常 に 細か な キャ / / ュ 


自分 の 分 身 と な る 狩人 に は 、 物 語 を 
進め て いく ほど 思い 入れ が 増す も の 。 
だ か ら こ そ 、 最 初 の キャ ラク ター クリ 
エイ ト に は こだわ り た い 。 本 項 を 熟読 
し て 理想 の 分 身 を 作り 出 そ う 。 









人 狩人 と し て の 旅路 を 、 思 い の 
E さ 加 ( ヨ 3 月 コ ロ p ル ル ニュ シン ルコ 
と と も に 歩む べし 。 


に ヒネ ン ン レル た 記 り リコ ニ IF さっ) 
1 人 。 能力 の 変化 は な し 。 心 行く まで 
ENP'E3 まお 生生 で ご | こだわ り 抜 こう ! 





「 外 見 の 詳細 」 の 「 導 詳細 」 以外 の 項目 で は 、 体 格 や 肌 の 色 な ど 自 分 の 分 身 の 全体 
牧 編 「 2 的 な 見 た 目 を 変更 で きる 。 本 作 で は キャ ラク ター の 後ろ 姿見 る 機会 が 多い の で 、 
、。 クリエ イト し だ いで 表現 で きる ! 個々 の 項目 で どの よう な 変化 が 起き る の か を 提 握 し て 編集 し よう 。 
人 声 と 体格 の 変化 が 大 きめ _ 体格 。 スケ ー ル 調整 の ベー ス は ここ で 決め よう 
本 作 で は 性 別に よっ て 能力 の 変 ” == に ( 全体 的 な 体つき を 9 種類 か ら 選択 で きる 項目 。 より 細か な 調整 は 「 ス ケー ル 調整 」 で 
化 は な い 。 体 の フォ ルム と 選べ る = 』 本 ! 行え る の で 、 こ だ わら ず に 大 体 の イメ ー ジ で 決め て し まう の が よい 。 
「 声 」 が 変わ る の で 好み で 選 ぼ う 。 4 
/ )  / ) | 2 ko バー ッ の 人 MM に 人 2 
6 き 
|: 男性 の 場合 肩幅 が 広く 、 服部 も ガ パ 深 守 本 部 や 交 部 な ど 、5 部 人 の サイ ズ  。。 
atuaeaee を 変更 で きる 。 数 値 を 変え て も 身長 多 
PS の み 1 が 変わ る こと は な く 、 個 々 の パー ツ 


四 胸 部 や 脚 部 な ど 一 部 の パー ツ は 、 側 面 


に 胸 の ふく ら み も 見 られ る 。 4 の “ 太 さ "の 変化 が 大 きい 。 プ アプ : 


- 年頃 肉付き の 良さ や シワ の 数 が 変化 か ら 見 た 際 の 変化 が 大 きい 。 

「 年 頃 」 は 若年 か ら 老年 に な る に つれ 体 の 肉 が 落ち 、 シ ワ が 目立つ よう に な る 。 と くに | 女性 の 場合 、 胸 部 を 大 きく する と わ ず 0 宮 

顔 の 変化 が 著しい の で 、「 肌 色 ベ ー ス 」 な どの 項目 で 顔 を アッ プ に し て 確認 し よう 。 Co : ア 
一 旧 若 年 は 肌 に 張り が あり 、 顔 「 


の シワ も な い 。 全体 的 に 若 々 _ 肌色 ベー ス 全体 的 な 肌色 を 決め る 


し さ を 感 じ る 見 た 目 に な る 。 
5 現実 で も よく 見 られ る 肌 の 色 40 種 類 か ら 選択 可能 。 好み に 合わ せ て 選ん で 問題 な い が 、 
イメージ に 人 | 眉 や 大 な どの 特定 の バー ツ を 強調 し た い 場 合 は 、 パ ー ツ の 色 と あ わせ て 決め る こと 。 


わせ て 別途 に 変え る こと 。 。 
、 肌 の 色調 肌 の 血色 の 良さ は ここ で 決ま る 


ー ジ ルレ テ 会 
声 イメ ー ジ に 合わ せ て チョ イス ! この 項目 で と くに 重要 な の が 「 肌 色調 整 ]」 の 3 種類 。  。、 =: 


攻撃 時 や ダメ ー ジ を 受け た と き に 発する 声 を 、3 種 類 か ら 選 択 可 能 。 基 本 的 に は 好み それ ぞ れ を 橋 、 黄 、 赤 に 近づけ る ほど 血色 が よく な る 


で 問題 な い が 、「 年 頃 | と 同じ も の を 選ぶ と キャ ラク ター に 対す る 違和感 を 感じ に くい 。 ()。 ま た 「 法 令 線 」 は 数 字 を 大 きく する と 、 掘 り の 
深い 顔 に な る こと を 覚え て お こう (上 )。 
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に 
_  . 顔 の 形状 を 自分 の 思い の まま に ! 
顔 作成 編 自分 の 分 身 の 顔 は 、 と くに 好み の 分 か れる と ころ 。 な か で も 調整 の 仕方 が わか り 


に くい 「 顔 の 形状 」 を 編集 する うえ で の ポイ ント を 解説 し て いく 。 


| 所 の ラズ | クリエ イト の 最初 と 最後 に 調整 する べし ! 
「 鼻 の 占め る 比率 」 を 狭く する と 眉 が つり 上 が る な ど 、 数 値 を 変え る 
こと で 個々 の パー ツ の 形状 に 与え る 影響 が 大 きい 。 個 々 の バ パーツ を 決 
定 し た あと に 顔立ち の 微 調整 に 使う の が オス ス メ だ 。 


員 「 願 の 凹凸 ] は 類 と 顎 に 影響 。 数 輸 「 鼻 と 額 の 比率 」 は 数 字 が 大 きい 
字 を 小さ くす る ほど 改 く よ か に な る 。 ほど 、 眉 と 眼 が 近づい て いく 。 





額 / 消 問 | 年 齢 や 人 種 を イメ ー ジ ! _ 眉 骨 眉 の 形 & 位 置 を 調整 


「 額 の 深 さ 」 と 「 鼻 染 (びり ょ う ) 上 2 「 眉 骨 の 内 端 ] と 「 眉 骨 の 外 端 ] で 眉 
部 の 凹凸 コ ] が と くに 重要 。 前 者 は 数 ド 、・ の 形 を 調整 し や すい 。 外 端 が 高けれ ば 
字 が 小さ い ほ ど 年 齢 の 高 そ うな 顔 に 、 91R 間 i の lpPZ AIE 当 12】 | 
後者 は 数 字 が 大 きい と 鼻 の 高い 顔 に な な る 。 ま た 、 外 端 と 内 端 の 両方 を 高く 
る 。 こ れ ら を 意識 し て 選択 し よう 。 or 低く すれ ば 眉 の 位置 も 調整 可能 だ 。 


s 調 則 「 庫 ら 民 
溢 棚 」 ひ 'gl 職 玩 
人 ハ 品 半 豆 (て 旦 人 る 





且 当 貞 詞 位置 を 変え る 際 に は 鼻 の ライ ン も 意識 


眼 は 顔立ち を 印象 づけ る 重要 な や Se 記 眼 を 大 きく 
パー ツ 。 ま ず 「 眼 の 大 き さ 」 を 決 FV 
め て か ら ほ か の 項目 を 調整 し よう 。 eo 
「 眼 の 位置 」 は 下げ る ほど 童顔 に 8 
な りや すい が 、 眼 は 鼻 を 避け る よ 。  。』[ の 傾き 」 を 変え る と 眼 と 眼 の 間隔 も 変わ 
うに 移動 する 。 状 況 に 応じ て 鼻 の る 。「 眼 の 間隔 」 と あわ せ て 調整 する こと 。 


形 や サイ ズ も 調整 し よう 。 目 「 眼 の 大 き さ 」 は 、 目 の 上 端 を 基準 に サイ ズ 
を 変え る 。「 眼 の 位置 」 の 変更 も 忘れ ず に 。 





お :( り ハ シ アル 





目 自 乱 ド 東 、 極 で な けれ ば 顔 に 与え る 変化 は 少な め 


どちら も 鼻 の 形 や サイ ズ に か か わる パー ツ 。 鼻筋 は 「 鼻 の 位置 」 を 下 に 、 そ の ほか の 項目 の 数 字 を 大 きく し て 
いけ ば 大 きく 高い 鼻 に な る 。 小鼻 は 「 小 鼻 の 傾 斜 ] を 下 に 、 そ の ほか の 項目 の 数 字 を 大 きく すれ ば 同様 に 鼻 の サ 
イズ を 大 きく する こと が 可能 だ 。「 小 鼻 の 大 き さ 」 が 口 の サイ ズ に 影響 し や すい 点 に 注意 し て 調整 し よう 。 


計 規 話 の 輸 郭 に か か わる 重要 パー ツ 


「 類 骨 の 高 さ 」 以外 の 項目 で 、 諾 の 4 項目 を 肖 に 
顔 の 形状 を 調整 可能 。 ふ く よ か 刷 整 する と 、 ス リム 
な 顔 に する な ら 「 類 骨 の 深 さ 」 

「 類 骨 の 広 さ 」「 類 の 凹凸 」 の 数 生類 骨 を 高く し 過ぎ 
字 を 上 げ 、「 類 の 肉付き ]」 の 数 る と 、 眼 の サイ ズ が 
字 を 下げ る と よい 。 小さ く な る の で 注意 。 





半 破 * 四 。 口 元 の 調整 に は 5 項目 が 重要 ! 


どちら も 口元 に か か わる パー ツ 。 持 は し 、 4 


「 唇 の 凹凸 」「 唇 の 厚 さ 」 を 変え て か ら 、 ほ 
か の 項目 を 調整 する の が オス ス メ 。 ま た 、 

口元 の 印象 は 「 品 の 凹凸 」「 口 の 幅 ] 「 口 か 4 口 と 鼻 の 距離 は 「 唇 の 凹凸 ] と 4^ 唇 を 目立た せる 場合 は 、 口 紅 の 
に (の < の さ こる | な 必 っ 月 「 唇 の 厚 さ 」 で 調整 し や すい 。 赤み を 強く する の も オス ス メ 。 





還 ド 題 用 先 で 顔 の 大 き さ を 微 調整 | 上 導 。 下 串 と セッ ト で 決め よう 


「 顎 先 の 突き 出し 」 や 「 額 先 の 高 さ 」 で 顔 自 体 の 変更 で きる 項目 数 は 少な い が 、 下 顎 と 連動 し て 顔 
サイ ズ を ある 程度 変更 で きる 。 鼻 や 口 の 位置 を 変え の 印象 が 決ま る 。 と くに 「 顎 の 突き 出し 」 が 口元 の 
ず に E ラ イン (鼻先 と 顎 の 先端 を 結ぶ ライ ン ) を 調 印象 を 変え た や すい の で 、 口 の 「 か み 合 わせ 」 と あわ 
整 し た い 場 合 は 、 こ れ ら の 項目 を 活用 する と よい 。 せ て 変更 する と 望み の 口元 を 作り や すい 。 

半 9 お 本 


と て 
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。 問 狩人 の 強 さ を 表す 各種 ステ ー タ 

4 《 ス を し っ か り 把 握 す る こと は 、 
人 回 狩人 を 効率 よく 鍛え て いく こと 
で に つなが る 。 こ こ で は 、 画 面 に 

レシ ニシ すい Sc よう パク ここ 表示 され る アイ コン や ゲー ジ な 
知っ て お くべ き シ ステ ム の 詳細 を 解説 どか ら 読 み 取れ る こと を 紹介 。 


っ 変更 し た りす る と 変化 し て いく 。 影 響 する 効果 を 見 極め 、 成 長 方 針 を 考え よう 。 4 
⑯ 名 前 : キャ ラク ター の 名 前 ⑤ 右 武器 1 攻撃 力 : 該当 スロ ッ ト の 武器 の 攻撃 力 2NO20 
た EE ネッ シシ ル コク 3]| 右 武器 ら 攻撃 力 : 該当 スロ ッ ト の 武器 の 攻撃 力 status 0 
⑥ レ ベル : 総合 的 な 能力 の 高 さ を 示す 値 。 血 の 遺志 を ⑪ 左 武器 1 攻撃 力 : 該当 スロ ッ ト の 武器 の 攻撃 力 ーーーーーー ーーーーーーーー ーー 
消費 し て レベ ル ア ッ プ する @ な 武器 ら 攻 軸 該当 スロ ッ ト の 武器 の 攻撃 力 SR 。 @ 泰 聞 克 ( 生 | 
i ⑩ 血 の 適 志 : レベ ル ア ッ プ の ほか 、 使 者 と の 取引 に 使 。 防御 力 : 内 体 を 持つ 存在 へ の 防御 力 ) 
ヒコ @ 運 効 吉 耐性 : 層 効 吉 に 対す る 面 性 mm 。 @ yt 隊 [9 PT) 
の 2 @ 理 醸 : 人 な ら ぬ 知識 を 得る ほど 高まる 値 。 特 別 な 鐘  @ 劇 毒 耐性 : 劇 毒 に 対す る 面 性 2 い に を い 千 
を 鳴ら す と き に 必要 。 高い ほど 発 手 し や すい の 発狂 耐性 : 発 手 に 対す る 面 性 DP ) 7 
* ⑥@ 体 力 :HP を 決め る 能力 値 @ 獣 性 : 一 時 的 獣 化 の 影響 の 受け や すさ | ngi ky の gd 
の 持 スカ : スタ ミナ の ほか 、 面 性 を 決め る 能力 値 @ カ レル 文字 : セッ ト し て いる カレ ル 文 字 Ego 人 Po 6 の 
| @ 筋 力 : 重量 の ある 物理 武器 の 攻撃 力 を 補正 する 値 ⑧ カ レル 文字 効果 : セッ ト 中 の カレ ル 文 字 の 効果 JI aeRaz ke ヵ snam 。 @ jm 日 
《 23) @ 物 理 : 物理 攻撃 に 対す る ダメ ー ジ カッ ト (※ ら ) Il / H ws の e 
技術 : 扱い の 難し い 物理 武器 の 攻撃 力 を 補正 する 値 。 @ 対 重 打 : と くに 重 打 に 対す る ダメ ー ジ カッ ト (※ ら ) llS2 Sa NUM 9020 上 
HH) / 10 | 請 選 和 人 性 Eo】 10』 軒 邊 @ 141 
6: @ 対 抽 突 : と くに 刺 突 に 対す る ダメ ー ジ カッ ト (※ ら ) ge の ⑩ MIYTTTT 提 :) wwwwe 回 
@ 血 質 : 銃器 な ど 水銀 弾 を 使う 武器 の 攻撃 力 を 補正 す  @ 血 : 銃 撃 な ど 、 血 の 攻撃 に 対す る ダメ ー ジ カッ ト Re の 7| 劉 amt 人 es ie 
る 値 (※1) (※ ら ) M @ ot 電導 、) 加 
神秘 : 神秘 系 の 攻撃 力 を 補正 する 値 (※ 1 ) @ 神 秘 : 神秘 攻撃 に 対す る ダメ ー ジ カッ ト (※ ら ) ie ーーーー - ー ーー コ 」 
⑯HP : 体力 。 ゼ ロ に な る と 力尽き る 人 @ 炎 : ※ 攻 撃 に 対す る ダメ ー ジ カッ ト (※ ら ) 半 :R る @ ょ AM 時 ヘルプ 


スタ ミナ : 各種 アク ショ ン に 必要 と な る 数 値 。 自動 
的 に 回 復 する 
発見 力 : 敵 撃 破 時 に アイ テム を 発見 する 力 


、 啓 柚 人 な ら ぬ 知識 を 得る に つれ て 増加 する 


「 啓 蒙 」] と は 、 人 で は 理解 し え ぬ 知識 
を 得る と 高まっ て いく 値 だ 。 ゲ ー ム を 
進め る と 啓蒙 の 値 を 消費 し て 、 ネ ッ ト 
ワー ク プ レイ を 行っ た り 、 特 別 な アイ 
テム を 購入 で きる 。 


b 紗 蒙 値 よ 、 お も に ス トー リー を 進め る こ 
と で 高まっ て いく 。 ま ず は 先 に 進 も う 。 


』 血 の 壮 束 経験 値 や 通貨 の よう に 使え る 


「 血 の 遺志 」 は 、 狩 人 の ステ 
ー タ ス 成 長 や アイ テム 購入 な 
どの 取引 に 必要 と な る 。 お も 
に 敵 を 倒す こと で 入手 で きる 
が 、 も し 敵 に 倒さ れ た 場合 は 
その 時 点 で 所 持 し て いる 血 の 
遺志 を すべ て その 場 に 落と し 
て し まう 。 























ステ ー タス の 見 方 それ ぞ れ の 数 値 の 意味 を 知 ろう 、 ステー タス 画面 で 表示 され る それ ぞ れ の 数 値 は 、 自 の 意志 を 使用 し た り 、 装備 を 














還 光 : 雷光 攻撃 に 対す る ダメ ー ジ カッ ト (※ ら ) 
1 : 特定 の 武器 を 装備 する 際 の 必要 能力 値 に な る 
※ ら : カレ ル 文 字 効果 と すべ て の 装備 品 の 合計 値 


人 る 倒 され て も 、 落 と し た 血 の 遺 志 
に 触れ れ ば 回 収 は 可能 。 た だ し 、 

回 収 す る 前 に 再び 倒さ れ て し まう 
と 、 回 収 で き な か っ た 咽 の 遺志 は 
に し Pr の : 3 ち 】 ひ kc:3 ミ ャ っ パ す っ お 


4 落と し た 血 の 遺 志 は 敵 が 拾っ て 
し まう こと も ある 。 血 の 遺志 を 拾 
っ た 敵 は 目 が 青白 く 光 る の で 、 そ 
の 敵 を 倒せ ば 血 の 遺志 を 回 収 可能 。 
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Blodborme 狩人 の 碑 約 書 


⑩HP ゲ ー ジ : 現在 の HP。 ダ メー ジ を 受け る と 減り 、 な く な る と 死亡 する 。 輸 血液 を 使う 、 
リゲイン の 効果 な ど で 回復 す る 

@⑥ ス タ ミ ナ ゲー ジ : 現在 の スタ ミナ 。 攻撃 や ダッ シュ 、 ス テッ プ な どの アク ショ ン で 減り 、 
な く な る と スタ ミナ を 消費 する アク ショ ン が 行え な く な る 。 ス タ ミ ナ を 消費 する アク ショ ン 
を 行っ て いな い 場 合 、 自 動 的 に 回 復 し て いく 

@ 輸 血液 の 数 : 現在 持っ て いる 輸血 液 の 数 。 ぐ ボ タン で 使用 し 、HP を 回 復 する 

@ 水 銀 弾 の 数 : 現在 持っ て いる 水銀 弾 の 数 。 銃 を 撃つ た り 、 一 部 の アイ テム を 使っ た りす る 
と き に 消費 する 。 血 の 弾丸 を 補充 し た 場合 、 下 に 現在 持っ て いる 血 の 弾丸 の 数 が 表示 され る 
@ 装 備 ア イ テ ム : 「Quick Items」 で 設定 し た アイ テム が 表示 され る 。 ロ ボタ ン を 押す と 使 
用 し 、 IO 

⑥⑬ 血 の 遺志 : 現在 持っ て いる 血 の 遺 志 の 

の 互 蒙 : 現在 の 啓蒙 の 度合 い 


0 "8 
ミ 2 4 e) 








4 攻撃 に 夢中 に な る と 、 ス タ ミ ナ 










ゲー ム 中 に 表示 され る イン ター フェ ー ス か ら は 、 その と き の 状態 や 、 装備 し て いる アイ 


テム な ど が 計 * み 取れ れる 。 体 カ ゲー ジ な どの 重要 な も の は 、 プレイ 中 も よく 確認 し て お こう 。 


ym 


の 消費 に 気付 か ず に 回 人 行動 を と 
9 れ な いと いう こと も ! 体力 だ け 

KGIEY と さと ンー セン ニン ムー と さく 

確認 し て 立ち 回 ろう 。 

「 メ メニ ュー 画 曽 面 か ら 行え る 妥 素 を 角 説 


ンス テス メニ ュー 





⑩Inventory (所 持 品 ) 

【2 に ic! に 提 と エニ シン ル ?) 
@System (設定 ) 

の Weapon (装備 中 の 武器 ) 
@Attire (装備 中 の 狩 装束 ) 
Quick Item (クイ ッ ク ア イ テ ム ) 





1 ジル と ば や. だ コト で 生 - コウ ! の ) 中 三 | 
分 けら れ て いる 。 装備 や クイ ッ ク ア イ テ ム 
の 変更 な ど 、 重 要 な 操作 も ここ か ら 行う こ 
と に な る が 、 操作 中 も ゲー ム は 停止 し な い 9 し : 選択 。⑲ 決定 補 “戻る 
の で 、 安 全 な 場所 で 行う よう に し た い 。 





Jmvemtory 所 持 品 を 一 覧 で 管理 で きる 


覧 可能 だ 。 こ の 画面 か ら ア イ テ ム を 使う 
こと も で きる が 、 閲 覧 中 も ゲー ム は 止ま 
ら な い 点 に 注意 。 一 応 こ の 状態 で も キャ 
ラク ター を 操作 する こと は で きる 。 


基本 的 に 、 す べ て の 所 持 品 は 「invento : 
ry] 画面 で 確認 で きる 。 ア イ テ ム の 説明 : 
文 を は じ め 、 そ れ が も た ら す 効果 や 、 反 : 
映 後 の ス テー タス 変化 な ども まとめ て 閲 : 


loat 人 の 


IDXONU5' 






生生 


名 用 タ 


fee 


け 信 の 記 


所 他 導 に 託し 、 ま た 手記 を 確認 する 


失 衝 する アイ デム を 択 し て くだ さい 


で 消耗 品 LEGEE と と パリ レ 3 

@ 素 材 (7 @ 選 択 中 の アイ テム 情報 

@ 責 重 品 ⑥⑨ カ レル 文字 ⑯ 現 在 の ステ ー タ ス 

の 石手 武器 聖杯 

@ 左 手 武器 ⑩ 現 在 の 血 の 遺 志 

マ そこ て 1 
9 っ 

YE ペー 2 < 





OPTIONS ボ タン で 表示 され る シス テム メニ ュー。 所 持 ア イ テ ム の 確認 
了 導 凍 eeetkteen 環境 設定 な ど が 行え る の で 、 覚 えて お こう 。 


System 操 作 設 


「System]」 で は 、 ゲ ー ム 環境 に 関す る 
要素 を 細か く 調節 で きる 。 カ メラ の 操作 : 
や ロッ クオ ン 自 動 切 替 、 カ メラ の 壁 回 避 


ィ 定 や 輝度 調節 が 可能 


が 
な ど は 、 個人 に よっ て 使い や すい 設定 が 
異な る と 思う の で 、 ゲ ー ー ム 序 机 に 名 人 し 
: な が ら 調 節 し て いく よう に し た い 。 


















































選択 で きる 「 過去 」 と それ ぞ れ の 特徴 
操作 設定 カメ ラ 左 右 操 作 フー マル か リバ ー ス を 選択 
カメ ラ 上 下 操作 フー マル か リバ ー ス を 選択 
カメ ラ 回 転 速度 0 か ら 10 ま で の 間 で 調節 可能 (小さ い ほ ど 遅 い ) 
ロッ クオ ン 自 動 切替 "ON か OFF か ら 選 択 
カメ ラ の 壁 回 避 DN か 0FF か ら 選 所 
コン トロ ー ラ 振動 0 か ら 10 ま で の 問 で 調節 可能 
環境 設定 字幕 表示 ON か 0FF か ら 選 択 
HUD 表 示 ゲー ム 画 面 上 の イン ター フェ イス 表示 0 N か DFF か ら 選 所 
BIGM の ボリ ュー ム 0 か ら 10 ま で の 問 で 調節 可能 
SE の ボリ ュー ム EUCESSODKG TE 
ポイ ス の ボリ ュー ム 0 か ら 10 ま で の 間 で 調節 可能 
輝度 設定 輝度 調整 ETOESSOIG Em 
ネッ トワ ー ク 設定 | マッ チン グ 地 域 ロー カル か ワー ルド ワイ ド か ら 選 択 
他 ブ レイ ヤー 名 称 表示 名 前 と オン ライ ン 1D の どちら を 表示 する か 選択 
還 ES2E あ ジジ 言葉 が 一 致す る 人 の み マ ッ チ ング する 。 自由 に 入力 可能 
ゲー ム の 終了 三 選択 する と タイ トル 画面 へ 戻る 














Qiek ftem 登録 し た アイ テム を 素早 く 使用 可能 


「Quick Item]」 は 、 事 前 に 登録 
し て お いた アイ テム を 簡単 に 選択 
し 、 使 用 で きる ショ ー ト カッ ト 機 
能 。 全 部 で 6 種類 登録 で き 、 戦 闘 
中 に 塞 キ ー の 下 を 押す と 、 登 録 し 
た アイ テム に 切り 替え られ る 。 


Quick Item の 使用 方 法 


シス テム メニ ュー の Quick Item か ら 、 ア イ 
テム 枠 を 選び 、 登 録 し た い ア イ テ ム を 選択 する 
アア た co は 9 生 : か の / コ 6! 
uick Item か ら 使用 し た いも の を 選択 

⑥ ロ ボタ ン を 押す と 使用 














旧 闘 に 役立つ アイ テム は 
事前 に 登録 し で お こう 
< 戦闘 中 な ど Inventory を 開く 
ヒマ が な いと き に 最適 ! 強敵 
に も 効果 を 発揮 する 火災 瓶 や 、 


敵 の 注意 を ひく こと が で きる 石 
ころ な ど を 登録 し て お く と 便利 。 
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YE あお K グイ カシ ント 


1 ] 中 11( リア ル タ イ ム で プレ イ し て いる 


ほか の 狩人 が 直接 ゲー ム に か か 
わっ た り 、「 遺 影 ] や 「 手 記 」 


と いっ た ゆる いつ な が り を 生む 
オン ライ ン を 通じ て 本 作 独 自 の オン ライ ン 要 素 。 こ 
多く の 狩人 と つなが る こ で は その 特徴 を 解説 。 


に 3EWJ ひ アル ジン と か か わり を 持た ず と も 、 PA の ) 
プレ イ が 自然 と 他 プ レイ ヤー の ゲー ム に 影響 を お よ ぼ す 。 


遇 7P 革 プレ イヤ ー 間 で 情報 交換 を 行う 手段 


同じ 場所 で プレ イ 中 の ペ アイ テム の [手記 を 使う 
プレ イヤ ー の 姿 が 見 える NM こと で 、 そ の 場 に メッ セー ジ Ni 
生け 8 テ を 書き 残す こと が で きる 。 ベ 1 5 
自分 と 同じ 場所 に いる プレ イ 9  / ナコ ー ス と な る 文章 や 単語 、 接 続 CO 
ヤー が 、 と き お り 幽 吉 の よう に ig 詞 な ど を 組み 合わ せ 、 さ ま ざ に CFS 


- 浮 か が び 上 が る 。 立ち回り な ども - まな 手記 を 残す こと が 可能 だ 。 


見 て と れる 。 = ーッ 








1 コミ の は 1 の 1/ の り )m4 
上 の 、 | 界 に 出現 し た り 、 他 人 の 手記 が 

自分 の 世界 に 出現 し た りす る 。 
ほか の プレ イヤ ー が 手記 で で きる こと 











死亡 し た 場面 を リプ レイ 


人 @ 手 記 を 作成 : ベー ス と な る 文章 や 単語 、 接 続 詞 を 組み 合わ せ て 、 そ の 場 に 他 の 世界 の プレ イヤ 
ー へ メッ セー ジ を 書き 残す こと が で きる 。 ま た 、 こ れ ま で に 作成 し た 手記 や 、 読 ん だ 手記 の 履歴 








道 に ある 墓標 を 調べ る と 、 ほ 
か の プレ イヤ ー が 死亡 し た 場面 
が リプ レイ され る 。 罠 や 敵 の 発 
見 な ど 、 攻 略 の 糸口 と な る 。 





の 確認 も 可能 

人 @ 手 記 を 読む : フィ ー ル ド 上 に 出現 し た 、 ほ か の プレ イヤ ー が 遺し た 手記 を 読む こと が で きる 。 
自分 の 手記 を 読ん で いる と き に 、 左 タッ チ パ ッ ド ボタ ン を 押す と 削除 する こと が 可能 

人 @ 手 記 を 評価 する : ほか の プレ イヤ ー の 手記 を 読ん で いる と き に 「 良 い 手記 ] や 「 酷 い 手記 」 と 、 
idiiy/)XGe) 


























ジェ スチ ャ ー は 、 タ ッ チ パッ ド ボ タ ン の 左側 を 押す と 表示 され る メニ ュー か ら 選 択 し て 使用 可能 。 










































































ンジ エス - ナ ーー アク ショ ン で 意 関 を 伝え る ゲー ム を 進め る と 、 使 える ジェ スチ ャ ー は 増加 する 。 
~ ま と 前 を 指す ctio 考 と 狩人 の 一 礼 Actioit ⑳) と 座 9 込 む 人 Acho |w と 狩人 の 鼓舞 1 
= | し | 合 4 
い 右 レ 腰 し そ を 右 
方 手 イ を た の 大 手 
、 向 で 開 折 い 場 れ を 
を 正 始 り し oy た 大 
指 面 時 き 座 W いき 
し を や 優 や り WW と く 
示 提 別 雅 込 き 振 
すす 【M 四 回 離 む 、 に り 
し の 一 語 動 使 上 
き ク 接 例 時 作 | お げ 
な シ 朱 に 1 3 る 
1 な オ 活 ゆ し 
に ン あ だ 用 っ 0 
信介 d に ラ も く に 3 
お 行 0 ? り ミ 
うき ン 休 気 
ツア > 喜代 Action " 各 > 確 め な 意志 Actioy 人 > 手 を 振る Action 
KS | る 4 ら 信 、| 
、 武 動静 二 マ 
全 回 作 か フ の 
身 を ば ラ 名 
全 手 便 ン の 
寺 放 いし ク 通 
軸 で も 拉 い 
し 
。 び 腕 ろ 確 『 拶 片 
を を は 固 に 手 
表 上 肖 工 た 最 を 
現 げ 夫 る 適 振 
8 へ し 意 ? り 
天 だ 志 に 
を い を 
あ ? 感 を 
お じ に 3 
1 』 いか * 
で 4 ン y 作ら 8 





2 の 
2 机 


US ku oo AA 0 ド AM 4 


舌 力 ・ 剖 対 プレ ?| 


協力 プレ イ 複数 の 狩人 が と も に 難 敵 に 挑む 











ほか の 狩人 と 直接 的 に か か わっ て いく 要素 


Bleodborme 狩人 の 碑 約 書 








自分 の 世界 に ほか の プレ イヤ ー を 呼び 出し て 共闘 で きる ほか 、 他 人 
の 世界 に 侵入 し て 、 そ の 世界 の プレ イヤ ー と 敵対 する こと が で きる 。 





' 立 計 プ P イ ほか の 狩人 の 世界 へ 侵入 し 、 敵 対す る 


ほか の プレ イヤ ー の 世界 に 侵入 し 
| 
] 


て 、 敵 と し て 立ち は だ か る 敵対 プレ 対 プレ イ の イメ ー ジ 











特定 の アイ テム を 使う こと で 、 自 5 Mu 6 

の 界 に ほか の フレ イヤ ー を 右 員 ウブ レ イ の イメ ー ジ 「 
SL ホス ト ( 協 力 を ゲス ト ( 要 請 に 
し 、 と も に 攻略 を 進め る こと が で きる 。 8 中 Pts tone 
呼び 出せ る の は ら 人 まで 、 自 分 を 含 イヤ ー) の 世界 ー) か 参加 
め て 最大 3 人 で の 協力 プレ イ が 可能 。 1 人 JNN0220 和 ポジ 
6 
ゲス ト と し て 要請 に 応え る 場合 


R ホス ト と し て 協力 要請 する 場合 


⑩ ア イ テ ム 「 狩 人 呼び の 鐘 ] を 使い 、 他 の 
プレ イヤ ー に 協力 を 要請 する 。( 啓 蒙 を 1 消 


⑩ ア イ テ ム 「 共 鳴 する 小さ な 鐘 ] を 使 
い 、 協力 プレ イ へ の 参加 希望 を 出す 。 


費 す る ) @ 協 力 プレ イ を 要請 中 の ホス ト が 見 

| @ 協 力 要請 に 応じ る プレ イヤ ー が 見 つか る つか る と 鐘 の 共鳴 が 始ま り 、 し ば ら 
と 鐘 の 共鳴 が 始ま り 、 し ば らく する と 要請 に くす る と ホス ト 側 の 世界 に 移動 する 
応じ た プレ イヤ ー が ゲス ト と し て 登場 する 。 こと が で きる 。 








協力 プレ イ が 
終了 する 条件 





⑯ エ リア の ボス を 撃破 する 但 ホ ス ト も し く は 自分 (ゲス ト 時 ) が 死亡 する 
⑯ ホ スト と の 接続 が 切れ る 氏 ホ スト が 「 共 鳴 破 り の 空砲 ] を 使用 する 
@ 自 分 (ゲス ト 時 ) が 「 共 鳴 破り の 空砲 ] を 使用 する 

















昌 さ 0 アム ア / 
昌 神 ダ ダン : ジヨン 催 式 の た びに 次 を 変え る ダン ジョン え 、 オ ン ラ イン で も オフ ライ ン で も プレ イ で きる 。 
ヤー ナム の 地下 に は 広大 な 地下 遺跡 が ある 。 ここ 聖 林 ダ ンジ ョ ン の 種類 
は 狩人 の 夢 に ある 祭壇 で 、「 聖 杯 の 儀式 」 を 行う こ 【 聖 本 】 生 成 され る ダン ジョ ン が 決ま っ て いる 
1 と に よっ て 解放 され る が 、 そ の 構造 は 捧げ た 聖杯 や 【 汎 聖杯 】 使 用 し た 聖杯 や 投入 し た 素材 に より 、 
デー アイ テム に よっ て 変化 する 。 敵 の 配置 や 構造 が 変化 する 





。xXAIN は へ で は 芋 好 光一 すさ 


票 党 絡 囲 は S 史 美 記 地 怪 。 の さ 叶 温 国 過 飛 い の) 





8 麹 后 と 山 束 さす 一 計 ざ MI させ 87 状 二 人 





イ 。 侵入 で きる 世界 へ の 制限 は ある 較 パス に 介さ 島 人 ダ ス い 介 人 す 
も の の 、 協 力 プ レイ と は ひと 味 違う W ー) の W 失 か 参加 
マル チ プ レイ を 楽し お こと が で きる 。 。 1 
的 
自分 の 世界 に 侵入 され る 場合 他 プレ イヤ ー の 世界 に 侵入 する 場合 


⑩ ア イ テ ム 「 狩 人 呼び の 鐘 ] を 使っ て 協力 
ゲス ト が 1 人 以上 に な る と 、 フ ィ ー ル ド に 
「 鐘 を 鳴ら す 女 」 が 出現 し 、 敵 対 ゲ スト を 呼 
[9 ウル っ 

@ 敵 対 ゲ スト が 見 つか る と 不吉 な 共鳴 が 始 
まり 、 し ば らく する と 侵入 を 希望 し た プレ 
イヤ ー が ゲス ト と し て 出現 する 。 


⑩ ア イ テ ム 「 共 鳴 する 不吉 な 鏡 を 
使っ て 、 他 プレ イヤ ー へ の 侵入 者 望 
を 出す 。 

@ 自 世界 に 「 鐘 鳴ら す 女 」 が 出現 し | 。 
て いる ホス ト が 見 つか る と 不吉 な 共 生 
鳴 が 始ま り 、 し ば らく する と ホス ト 5 
リル 、 











敵対 プレ イ が 





@⑯ ホ スト が エリ ア の ボス と の 戦闘 を 開始 する 
終了 する 条件 @ ホ スト も し く は ゲス ト が 死亡 する 倫 ホ スト と の 接続 が 切れ る 
@ ゲ スト が 「 共 鳴 破り の 空砲 を 使用 する 











鏡 を 答 ら す 女 を 見 つけ て 排除 すれ は 、 
敵対 プレ イヤ ー は 侵 大 で き な い 

ぁ 協 力 ゲ スト が 1 人 以上 に な 

る と 、 フ ィ ー ル ド の どこ か に 

「 鐘 を 鳴ら す 女 」 が 出現 し 、 

敵対 プレ イヤ ー を 呼び 始め る 。 











プレ イヤ ー 対 プレ イヤ ー! | 

勝利 を お に まる の は 人 
4 赤黒 い 光 を まとう 敵対 プレ 

イヤ ー。 正 々 堂々 と 正面 か ら 『 


挑ん で くる と は 限ら ず 、 不 意 ・ 
打ち を し か け て くる こと も ? い 











「 宮 本 を 使用 する こと で 解放 され る 特殊 な ダン ジョ ン 。 条件 に よっ て 姿 を 変 





reー [手順 ら | 聖杯 ダン ジョ ン が 解放 され る 


| マ 儀 式 を 行う と 聖 本 ダンジョン が 生成 。 儀式 を 行う た 
| びに ダン ジョ ン の 構造 が 変化 する の が 特徴 だ 。 


ム 既 本 ダン ジョ ン で は 、 
ヤー ナム の 地上 と は 異 
な る 雰囲気 の フィ ー ル 
[手順 1] 聖杯 を 選び アイ テム を 捧げ る ド が 生成 され 、 さ ら な 
る 強敵 が 待ち 受け る 。 
ム 聖 林 ダ ンジ ョ ン を 解放 する 際 に は 、 使 用 する 避 杯 と 
儀式 に 必要 な アイ テム を 捧げ る 必要 が ある 。 





7 っ WO 
< と yt に っ 2 








ーーーーー ー 守 ーーーーー ーーーーーー ー 


如 夢 の 夜 を 越え る た め に 
数 多 の 獣 と 戦う た め の す べ を 知れ 





9HJQOdPOG 香 


R 1 ボタ ン で 繰り 出せ る 攻 
撃 は 、 基 本 的 に スキ が 小さ く 
使い や すい 。 武器 の 種類 を 問 
わ ず 、 ス タ ミ ナ ゲー ジ が な く 
* な る まで 連続 し て 攻撃 可能 だ 

が 、 1 発 の 威力 は 大 きく な い 。 
スタ ミナ の 残 量 と 敵 の 残り 体 
力 を 見 極め な が ら 、 的 確 に た 
た き 込 ん で いこ う 。 


間 


へ 


RH ら ボタ ン で 、 ダ メー ジ の 大 き な 強 攻撃 
を 放つ こと が で きる 。 攻撃 の スキ は 大 きめ 
だ が 、 そ の ぶん 当たれ ば 強力 。 また 、 攻 撃 
範囲 が 広い も の も 多い 。 








獣 が 疎 届 (ば っ こ ) する 地 で 生 
き 延 びる に は 、 狩人 と し て の あ 
ら ゆ る 行動 を 把握 し て 駆使 する 
こと か が 必要 と な る 。 各種 攻撃 か 
ら 回 復 手 段 ま で 、 本 作 の 多彩 な 
リン スン スゴ バレ )M PrG Au 記 






プレ イヤ ー は 、 ゲー ム 内 に 用 意 さ れ た 多種 多様 な 武器 で 攻撃 を 行う こと が で きる 。 武器 の 種類 に よっ て 





H ら ボタ ン を 長押 し する こ 
と で 発動 する “た め 攻 撃 " は 
ンー 4 ヒエ! ピ シ . さ こり 
それ だ け に 絶大 な ダメ ー ジ を 
た: さ / き 細 p た る (の 3 
に 近寄っ て か ら 当 て る こと で 、 
敵 に と っ て 致命 的 な 一 撃 と な 
る “内臓 攻撃 「" へ と つなげ る 
こと も 可能 だ 。 





L ら ボ タン に よる 左手 攻撃 は 、 装 備 し た 
武器 で 用 途 が 変化 。 銃 の 場合 は 水銀 弾 に よ 
る 銃撃 を 行う が 、 右 手 武器 を 両手 持ち し て 
いる 場合 は 、 特 殊 攻撃 を 放つ こと が で きる 。 


人 ^ 強 攻撃 を 当て る と き は 、 敵 の 
スキ を 確認 し て か ら 繰 り 出 そう 。 








変形 させ る こと で 、 攻 撃 回 数 





| が 変化 する 武器 も ある 。 


_ 内 臓 攻撃 無慈悲 に 急所 を えぐ る 一 撃 


特定 の 攻撃 で 敵 の 体勢 を 月 す と 、H 1 ボタ 
ン で 内 臓 攻 撃 を 行え る 。 ボ ス に も 通用 する こ 
と が ある の で 、 積 極 的 に 狙い た い 。 


P 敵 の 攻撃 直前 に 銃撃 を うま 
く 当 て る と 、 敵 が 体勢 を 崩す 。 








ジャ ンプ 攻撃 ま < 
の 極 
跳躍 か ら の 振り 下ろ し 切 め 
左 ス ティ ッ ク 前 方 THR ら ボタ ン で 、 信 
勢い を つけ た ジャ ンプ 攻撃 が 出せ る 。 4 
と 5 
ジ 
を 
本 
り 
相 

ムー 部 の 敵 に 対し て は 、 強 制 的 に ダウ ン 撃 

させ る 効果 も 備え て いる 。 





IM 


Co 『 


- 拓 0 ・ ドー 















人 体勢 を 立て 直す 前 に 近づき R 


主 1 ボタ ン を 押す と 、 内 騰 攻 撃 に 。 





= Ho 
攻 撃 | 獣 を 打ち 倒す た め の 手 披 モー ショ ン や 性 能 も さま ざま な の で 、 状 況 に 応じ て 使い 分 けら れる よう に し て お きた い 。 


、 た め 攻 撃 一 撃 必 殺 の チャ ンス を 生む 





| 到 考 攻撃 | 銃 員 や 特殊 攻撃 が 可能 





人 銃撃 に は 敵 を ひる ませ る 効果 
が あり 、 ス キ を カバ ー で きる 。 


両手 持ち に よる 強力 な 攻撃 を 
繰り 出し 、 敵 を 蹴 散ら そう 。 


| 変形 | 変幻 自在 の 攻撃 


右手 武器 は 、L 1 ボタ ン で 変形 させ る こ 
と が 可能 。 ま た 、 武 器 を 変形 させ な が ら の 
変形 攻撃 も 繰り 出せ る 。 





se9 さ OU 中 は 活 還 


上 ポ SU 上 VN 
革 ー ビ 書 呈 早 則 可 マ 








人 武器 変形 を 行い つつ 攻撃 する 変形 攻撃 は 、 さ 
E さ っ を ざた YE リ / っ 】 交 (ビル ンタ <y)」 だ ココ | 委 4 
しま 衝 く 2 っ 7/ ゴ 2】 回 に シン = アン ルン ピノ /= お 







0 ESG ユ 没 贅 。- 
* 


ぶ Bieodhorme 狩人 の 匠 約 書 








目 の 前 の 敵 と た だ 戦っ て いる だ け で は 、 よ り 困 難 な 状況 に 置か れる こと も ある 。 


(YR 
- 移 動 / 回 地 | 財 合 い を 制 制 し て 戦 い を 有 : 利 (に 生 衝 の 移動 や 回 選手 段 を 活用 し て 危機 を 乗り 越え 、 命 を な が ら えよ う 。 

































































































ダッシュ 状況 に 合わ せ た 使い 分 け を 、 デップ さき ロー リン グ 到 命 的 な 一 撃 を 回 避 
ボタ ン の 長押 し で 可能 な ダッ シュ は 、 移 動 の ほか 、 敵 の 攻撃 の 回 ポタ ン + 左 ステ ィ ッ ク に よる 回 避 行 動 は 、 敵 の 
避 手段 に も な る 。 ス タ ミ ナ を 消費 する の で 、 使 い どこ ろ を 見 極め た い 。 ロッ ク 状 態 で ロー リン グン ステ ッ プ が 切り 替わる 。 
| 英 の 中 を 走り 抜け る で 
| ウス テッ プ 】 
< 瑞 に 気 づ つ れ て し まっ て も 、 と っ さ = 
に ダッ シュ すれ ば 逃げ る こと も 可能 。 4 
と き に は 送 亡 こそ が 最善 の 手 と な る 。 4 
ea 4 ム 3 ボタ ン で ロッ クオ ン し た 
! (3 相手 を 中 心 に 、 素 早く 回 避 す る 。 
上 湖 ぎ 気づか れず に 忍び 寄る び の <。 
| 左 ステ ィ ッ ク を 少し だ け 傾け る こと で 、 通 常 よ り も 敵 に 気づか れ に 0 
| くい 歩き 移動 が 可能 。 背 後 か ら 歩い て 近づき 、 先 手 を 取っ て し まお う 。 熱い を つ 、 まつ 呈 
| ビ 」 さ ルル た: 
背後 に 接近 に ボタ ン で 、 
< 歩い て 近づく こと で 、 敵 に 気づか れ wae : 
る 危険 を 大 きく 抑え る こと が で きる 。 。 お IS 」 
いら 、 た め う 際 に も 有効 。 グ も 行え る 。 oe Rs リツ グ と 2 ば コ ョ リピ ン ル ロロ 
| 0 3 陸 し に い 、 大 きく 回 避 す る こと か が 可能 だ 。 | 
チー 
の 本 作 に は 、 体 力 回 復 の 手段 が 複数 存在 する 。 リ ゲイ ン の よう な 特殊 な シス 
| 回 補 回 復 / 道 具 命 を つなぐ クン スン ニル ドス を 知る テム や 多様 な アイ テム を 了 使 すれ ば 、 源 死 の 過 機 を 乗り 切る こと も 可能 だ 。 
| IE am eo aa ーー マー デー ニー ae 9 誠 
1 に 
軸 
| リゲイン 相手 か ら 血 を 礁 え アイ テテ A の 合用 道具 で 活路 を 見 出す * 
{ 、 
! 内 ず ) 
| 敵 か ら ダ メー ジ を 受け た 際 、 す ぐに 本 と AZGEJ:irc に っ p/ ク と 円 に 
反撃 すれ ば 、 受 けた ダメ ー ジ の 一 定 害 攻撃 する も の も あれ ば 、 特 殊 な 使い 道 E/。 
| 合 を 回 復 で きる 。 相手 の スキ を 見 逃さ が ある も の も 存在 する 。 な か に は 特定 こみ 
| ず 、 反 撃 の 一 手 を 繰り 出 そ う 。 - の 敵 に 有効 な も の も 。 Mb 
| 3 
1 】 Rm 
9 
| 4 ム 体力 ゲー ジ の オレ ンジ ム 次 瓶 を 投げ つけ て 攻 2 
の 部 分 は 、 反 撃 に よっ て 撃 。 敵 の な か に は 炎 に 弱 


体力 を 取り 戻せ る 。 いも の も いる 。 
< 攻撃 が 回 復 に つなが る 、 本 作 本 拠 地 で ある 狩人 の 夢 へ と 、 
0 識 )。 な ら で は の シス テム だ 。 一 骨 で 帰還 可能 な アイ テム も 。 
1 画 液 の 使 用 体力 を 回 復 す る 主要 手段 ) 箇 の 弾 到 の 補充 体力 と 弾丸 を 引き 換え る 
ボタン を 押せ ば 、 所 持 し て いる 輸血 : エリ ア 内 に 落ち て いる こと も 多い 。 大 き 呈 キ ー の 上 を 押す こと で 、 自 分 の 体力 : や 、 道 中 で 弾 が 足り な く な っ て し まっ た 
液 を 使用 し 、 体 力 を 回 復 す る こと が で き 6 な 危機 に お ちい る 前 に 、 惜 し まず 使っ て を 消費 する 代わ り に 、 銃 撃 用 の 血 の 弾 丸 3 に ミリ / 半 コピ ルコ) だ 9 と っ 7 本 
る 。 輸 血液 は 倒し た 敵 か ら 拾え る ほか 、 : いく の が いい だ ろう 。 を 補充 する こと が で きる 。 強敵 と の 戦い : も ある の で 多用 は 禁物 だ 。 





と くに 操作 に 慣れ な い 銃 で 使用 する 水銀 弾 は 

1 ヒ S リ レル だ さ の よこ ) 敵 か ら も 入手 で きる 。 自 
重宝 する 。 道 中 の アイ テ ら の 命 を 縮め る 血 の 弾 丸 
ム は 光っ て 見 える の で 、 の 補充 は 、 あ くま で 緊 雪 

ね を ki の に キッ た さ p 月 \ 


時 の み の 利 用 が 無難 だ 。 


英 か ら や エリ 澤 





命 を 削っ た 攻 





Se の 





) : Weapon Milanga 1 
MM 


ーー アツ コギ リ 針 


Serrate hatchet 





扱い や すさ が 魅力 の シン プル な 武 問 


縦 斬 りや 横 斬 り と いっ た シン プル な モー ショ ン が 特 
徴 。 通 常時 は 攻撃 速度 、 変 形 時 は リー チ に 優れ て お り 、 
最初 に 選べ る 右手 武器 の な か で 最も 扱い や すい 。 


suJodPGO[ 


EMI 





^ 1 段 目 同様 に 1 歩 踏み 出 
し な が ら 、 今 度 は 左 か ら 右 
へ と な ぎ 払 う 。 


人 1 段 目 は 、 前 方 に 1 歩 踏 
み 出 し つつ 、 右 上 か ら 左 下 
へ の 横 斬 り を 繰り 出す 。 


| 通常 時 較 変形 時 


に の Eb4 コト SE コリ レン だ 二 al 左右 へ の 横 斬 り 。 攻 撃 速度 は や や 遅 め 
ショ ン は 通常 攻撃 の 横 斬 り と 似 て いる 。 だ が 、 前 方 の 広範 囲 を 攻撃 で きる 。 


斬る よう な 動作 。 











攻 4 
に 散 = 
速 か 
だ 痢 5) 
や の NO 
の 人 ^ 右 か ら 左 へ 大 きく 4 左 か ら 右 に 横 斬 り 。 
"うつ な き 払う 。 (ES リリ 
| 通常 時 通常 時 
前 方 に ジャ 低い 体勢 か 
レル 4 の pp ら 、 前 方 へ の 
右上 か ら 左下 素早 い 横 斬 り 
に 振り 下ろ す 。 を 放つ 。 
| 変型 時 | 変型 時 
前 方 へ の 跳 地面 近く の | 
躍 か ら 、 右 か 低い 位置 を 、 
ら 左 へ と 武器 右 か ら 左 に 向 
を な ぎ 払 う 。 け て な ぎ 払 う 。 
| 通常 時 変型 時 
通常 攻撃 は 、 通常 攻撃 は 、 
IP こる | EPJ di の ) 
の 込み つつ 繰り 横 斬 り 。 強 攻撃 
出さ れる 横 斬り 。 は 、 上 か ら 下 へ 
強 攻撃 は 、 下 か の た た きつ け と 
ら 上 へ の 斬り 上 な る 。 ほ か の 通 
げ と な る 。 攻撃 常 攻撃 や 強 攻 撃 
EKGEYiib4 は lx と と 。 
撃 、 威 力 で は 強 ッ プ 政 撃 は 攻撃 
攻撃 が 勝る の で 、 モー ショ ン が 逆 
状況 に 応じ て 使 転 し て いる 点 が 





い 分 けた い 。 に iR 





右 か ら 左 へ の 横 斬 り を 皮切り に 、 武 器 を 左右 に 振る : 限り 連発 で き 、 各 モー ショ ン は 若干 変化 。 攻 撃 速 度 が 
よう な モー ショ ン で 連続 攻撃 を 行う 。 ス タ ミ ナ が 続く : 速く 、 一 撃 で の け ぞ る 敵 な ら 反 撃 を 許さ ず に 倒せ る 。 





人 左下 か ら 右上 へ の 斬り 払 
い 。 以降 、 左 右 交互 に 斬 撃 
モー ショ ン が 続い て いく 。 


人 前 方 に さら に 1 歩 踏み 込 
みつ つ 、 右 か ら 左 へ 水平 に 











半 て NN 





遇 





ー 庁 向 時 


ノコ ギリ 錠 を 構え て 力 を た め た あと 、 
強力 な 縦 斬 り を 繰り 出す 。 


sgtO フ IO 員 国 呈 
里 攻 1 びき 温 r 叶 
US 区 補語 riH 層 人 





通常 時 
通常 攻撃 は 、 
左 か ら 右 へ の 横 
斬り で 、 攻 撃 の 
発生 速度 が 速め 。 
次 の 攻撃 に 素早 
くつ な げ ら れる 
の で 、 遠 く か ら 
敵 に 切り 込む の 
に 使い や すい 。 
強 攻 撃 の 場合 は 、 縛 
右 か ら 左 へ の 横 
2kp 記 


変形 攻撃 は 、 加 種 攻撃 アク ショ ン 
や 回 避 ア クシ ョ ン か ら 続 け て 発動 し 、 
武器 を 変形 ベ せ な が ら の 攻撃 を 行え 
る 。 攻撃 モー ショ ン は 元 の アク ショ 
ン に 応じ て 変化 する の で 、 使 い 方 し 
だ いで 多彩 な 連係 攻撃 が 可能 だ 。 ノ 
コギ リ 錠 の 場合 は 、 ス キ が 小さ い 通 
常 弱 攻 撃 で 敵 集団 に 切り 込み 、 そ こ 
か ら 変 形 攻撃 へ と つない で 、 リ ー チ 
と 攻撃 範囲 を 生か し て 一 気 に な ぎ 払 
う 、 と いっ た 使い 方 も で きる 。 





人 ム 上 か ら 下 へ の 振り 下ろ し 。 
振り 下ろ すま で に 、 少 し 間 
2) こ (に F*: ル 9 ウ 】P ド さら 










変形 時 の 通常 攻撃 は 縦 斬 り に 変化 。 連 続 攻 撃 可能 で 、 
上 か ら 下 、 下 か ら 上 へ の モー ショ ン を ルー プ す る 。 








人 人 下 か ら 上 に 向け た 斬り 上 
げ 。 こ ちら も 、 斬 り 上 げ る 
まで に 少し 間 が ある 。 


| 変形 時 | 


前 方 の 広範 囲 に 対し て 有効 な 、 強 力 





な な ぎ 払 い を 放つ 。 

3 

と 

を く 横 

攻 振 な 

撃 る ぎ 

1 

前 _ 

だ 方 起 
変型 時 
通常 攻撃 は 上 
か ら 下 へ の 振り 
下ろ し 。 正面 が 
攻撃 範囲 と な り 、 y 
単体 の 敵 に 対し 
て 繰り 出す の に 
向い て いる 。 対 
し て 、 強 攻撃 は 」 
右 か ら 左 へ の 横 
斬り を 繰り 出す 
の で 、 集 団 へ の 1 
攻撃 に 有効 だ 。 





敵 虹 石 賠 罰 人 帆 対 
選 材 GO は 殿 舌 二 人 る 





s ン と ン (r 計 計ら 当 
評 上 時 で 測 評 敵 守 
下 (e 時 避 較 と 沙 マ 





ぶ Blcodorme 狩人 の 殆 約 書 
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区 狩 6 の 訂 


Beast:hunt.axe 


威力 重視 の パワ ー 型 ウェ ポン 

外見 か ら 見 て 取れ る よう に 、 一 撃 の 威力 に 優れ る 重 
量 級 武器 。 攻撃 速度 は 遅 め だ が 威力 が 高く 、 さ ら に 変 
形 させ る と 両手 持ち に な っ て リー チ も 大 きく 伸び る 。 








半生 人 
M : 
主 に 左右 に 振り 回 す よ うな モー ショ ン 。 ス タ ミ ナ が : モー ショ ン は 振り 下ろ し に な る 。 攻撃 の 軌道 自体 は ノ 柄 が 大 きく 伸び 、 リ ー チ が 3 倍 ほど に 延長 。 連続 攻 撃 
続く 限り 連続 攻撃 可能 な ほか 、4 段 目 な どー 部 の 攻撃 : コギ リ 錠 と 似 て いる が 、 動 作 が 全体 的 に 遅 め だ 。 も スタ ミナ が 続く 限り 可能 だ 。 








人 1 段 目 。 前 方 に 踏み 込み 人 42 段 目 。 さ ら に 1 歩 踏み 人 3 段 目 。 振 り 下 ろ し た 彦 人 44 段 目 。 上 か ら た た きつ 人 1 段 目 は 横 に な ぎ 払 い 、 前 方 広範 囲 を 攻撃 。 そ こ か ら 強 烈 な | 
つつ 、 攻 を 右上 か ら 左 下 に 出し 、 産 を 返す よう に し て を 右 に 構え 直し 、 左 に 向け ける よう に 背 を 振り 下ろ す 。 た た きつ け 、 前 方 へ 踏み 出し つつ の 突き へ と つなぐ 。 さらに ス - KA 














振る よう な 斬り モー ショ ン 。 左上 か ら 右 下 に 振る 。 て 水平 に 払う 。 以降 、 斬 り 払い 動作 に 続く 。 ” タ ミ ナ が あれ ば 、 左 か ら 右 へ の 大 き な 振り 払い へ も つなが る 。 * 。-。 
すず < - 
e 代 』 内 の 
「 SR9T FR メタ 
“ | 通常 時 通常 時 NM OS 
Fr か 1 特殊 攻 撃 は 、 両 手持 ち 可能 な 武器 で 繰り 出せ る 強力 な アク ショ ン 。 獣 狩り の 着 の 場合 は ・:※ 
"ai に PP mm 連続 攻撃 が 可能 な モー ショ ン で 、1 段 目 は 右 か ら 左 、2 段 目 は 返す よう に 左 か ら 右 へ と 振 
た た きつ ける 。 PhAP る 広範 囲 攻撃 と な る 。 続く 3 段 目 は 、 上 か ら 下 に た た きつ ける 正面 へ の 重い 一 撃 だ 。 3 
' 変型 時 変型 時 2 
EEcickG 踏み 出し つ 導い 
思い 切り 振り つら 回 転 し 、 SS 
下ろす 、 リ ー 周囲 を 攻撃 す 0 
チ が 長い 一 撃 。 る 回 転 攻撃 。 5 2 は 
' 4 
N 0 二 容 NT ・ の バハ FT uecy-3 さ 4 の: と 22 
“ | 通 党 時 通常 時 | 通常 時 変型 時 8 
前 方 に ジャ 右 下 か ら 左 通常 攻撃 は 、 通常 攻撃 は 正 
ンプ し 、 攻 を 上 に 向け 、 疾 前 方 を な ぎ 払い 画 へ の 突き 、 強 
ト 上 か ら 下 に た を 振り 上 げ る つつ 、 後 方 に も 4 コト 9/ き の / 
9 た きつ ける 。 モー ショ ン 。 攻撃 範囲 が 及ぶ け と な っ て いる 。 
横 振り モー ショ 通常 時 と 比べ る 
デーーー+ Ss ン 。 強 攻 撃 は 、 と 横 方 向 へ の 攻 
| 変型 時 変型 時 右上 か ら 左 下 へ 撃 委 囲 は 狭い が 、 
5 の 振り 下ろ し と 前 方 に 対す る リ 
通常 時 と 同 ロー リン グ な っ て いる 。 ど ー チ は 圧倒 的 に 
様 に 、 ジャ ン 後に 族 を 前 方 ちら も 威力 が 高 長い 。 敵 の 配置 
プ し な が ら の に 突き 出し 、 く 、 攻 撃 範囲 も 2 コ 幅 PKG 
た た きつ け 。 正面 を 突く 。 : 広い の が 魅力 。 い 分 け よう 。 
RSfRSSH5 RSS に 、 3 円 リ 
通常 時 変型 時 本 Ke K 通常 時 に 線 1 
8 5 り 出 し た 場合 は 変形 時 、 変 形 時 に 繰 3 了 距 
peee eid り 出し た 場合 は 通常 時 の 各種 モー シ 何ら を 
前 方 に 踏み 出し か ら 左 へ の 横 払 xi 6 4 は 
な が ら 放 た れる い 、 強 攻撃 は 左 ョ ン が 発生 する 。 通 常時 か ら 変 形 攻 す 一 可 
突き 。 強 攻撃 は 、 か ら 右 へ の 横 払 撃 を 繰り 出し た 場合 、 武 器 を 伸ばし E 笠 
た た きつ け と な いと 、 ど ちら も な が ら 大 きく 踏み 出す 突き 攻撃 が 出 に 
\ で 
ee ye る の で , 少し 離れ た 間合い か ら 攻め 間 上 上 
ヽ S と キー ゅ と 4 ー ー 度 が 形 
度 を 重視 する 場 を 相手 に する 際 込む と き に 有効 だ 。 変形 時 に 敵 に 接 が 減 時 
合 は 通常 攻撃 、 の 、 攻 撃 を 回 避 近 され た と き な ど は 、 す ぐに 変形 故 得る に 
成 力 を 重視 する し て か ら 一 気 に < 小回り の きく ショ の に 
な ら 絢 攻撃 が い 反撃 する 手段 と na SB 
い だ ろ う 。 し て も 有効 だ 。 22 * 攻 り 








(0 本 
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Weapon Mianual 3 


仕込 枯 


Sword stick 





通常 時 と 変形 時 で 特性 が 大 きく 変化 


最初 に 選べ る 右手 武器 の な か で は 攻撃 力 と 耐久 値 が 
最も 低い が 、 通 常時 は 杖 、 変 形 時 は 凌 の よう に し な る 
剣 に な る と いう 、 一 風 変 わ っ た 特性 を 持っ て いる 。 


RY 
ECUIUUUI 





SI に 


に 5 
仕込 まれ て いた 刃 が 展開 。 速 め の 攻撃 速度 を 維持 し つつ 、 武 器 を 凌 の よう に し な 
ら せ て 広範 囲 を 攻撃 する 。 こ ちら も スタ ミナ が な く な る まで 連続 で 出せ る 。 





IS 


ご 生 3 ーー 








杖 の よう な 形状 で の 通常 攻撃 は 、 ノ コギ リ 錠 以 上 の スピ ー ド で 攻撃 を 繰り 出せ る 。 
スタ ミナ が 続く 限り 連続 攻撃 可能 で 、 相 手 の 反 撃 を 許さ な い 。 





六 


人 ら 段 目 で 、 左 に 傾け た 体 
を 正面 に 戻し つつ 、 武 器 を 


人 1 段 目 は 、 右 か ら 左 に 向 
け て 武器 を 振る 。 前 方 広範 


人 43 段 目 。 振り 抜い た 勢い 
その まま に 、 武 器 を 右上 か 


人 右 か ら 左 に 杖 を 素早 く 振 
る 1 段 目 の 攻撃 。 リ ー チ は 


人 ら 段 目 。 体 勢 は その まま 
に 少し 前 進 し つつ 、 左 か ら 


4 3 段 目 は 、 右 上 か ら 左 に 
向け て 杖 を 振る 。 4 段 目 以 


連続 攻撃 の モー ショ ン は な く 、 単 
発 の 攻撃 に 。 杖 で 正面 の 敵 を 突く 。 


武器 を 振り 回 し て の 連続 攻撃 。 前 方 : と 比べ て 横 方 向 へ の 範囲 や 、 前 方 に 対 
の 広範 囲 を 攻撃 で きる ほか 、 通 常 攻撃 : する リー チ が 少し 向上 し て いる 。 


短い が スピ ー ド は 圧倒 的 。 右上 に 杖 を 振り 上 げ る 。 降 も 連続 攻撃 可能 だ 。 囲 の 敵 を 攻撃 可能 。 左 か ら 右 へ と な ぎ 払 う 。 CA マコ / ゴ / ュ タウ )P ル っ 
R 1 EASY R 
| 。 蘭 党 時 っ コー 間 証 証 " 記 . 叫 奄 導 叶 


仕込 み 杖 は 通常 時 の み 、 た め 攻 撃 が 
可能 。 強 攻撃 の よう に 突き を 繰り 出す 。 





へ 面 4 の 回 ル ら け 4 い 撃 4 
の へ 勢 広 を 左 も て 右 澄 を 江 
リ と い 範 大 が 攻 武 が ま 放 に 
| 突 を 購 き ら 撃 器 ら し ち 対 
チ ぎ きつ を く 右 範 を や て た し じ し 
は 出 け 攻 振 に 囲 振 や 出 いて 
長 す て 撃 り 向 が る 左 そ と 強 
め 。5 桃 人 5 すけ 広 “* 下 うき カ 
だ 前 を 。 る 前 て IO な 
方 正 > 方 武 * ち 向 狙 一 
















通常 時 | 通常 時 通常 時 変型 時 
ジャ ンプ し 詳 に 通常 攻撃 は 、 通常 攻撃 は 、 
た あと 、 杖 を か ら 起 き 上 が 右上 か ら 左 下 へ 右 か ら 左 へ の 横 
落下 地点 に 突 りつ つ 、 右 か の 振り 抜き 。 強 振り 。 強 攻撃 は 、 」 
か ら た に 振る 。 攻撃 は 、 正 面 へ た た きつ ける よ 
の 直線 的 な 突き 1 
ーー ニーー ーー 王 と な る 。 複 数 の 攻撃 条 囲 の 広 さ 
| 変型 時 | 変 弄 時 集 し て い は どちら も 人 
Ce 了 る 場合 は 通常 攻 だ が 、 よ り 速 く : 
5 で Sg 撃 、 ば ら け て い 繰り 出し た いな 
eee 5 邊 た り 数 が 少な い ら 通常 攻撃 、 威 
er 左上 に 下 器 を 合 は 強 攻 撃 と 力 重視 な ら 強 攻 
に きつ ける 。 振り 上 げ る 。 5 
Me 使い 分 け よう 。 撃 を 使 お う 。 ! 
3 ee ェ ) っ 形 4 
通常 時 虹 変型 時 ほか の 右手 武器 同様 、 通 常時 変 の 電 
時 形 時 の それ ぞ れ 対応 し た モー ショ ン E お 
で 、 武器 を 変形 させ な が ら が 
Bono Ra で 、 右手 衣 を 変形 させ な が ら 攻 軸 を 
8 振り 。 強 攻撃 は 、 こと する 。 獣 狩り の 送 の よう に 、 攻 撃 範 る 収 へ 
了 higlPgS: 回 っ 囲 は 正面 が 中 心 と な っ て いる の で 、 ・ 替 の 
3 直近 ち ラウ 容 る 。 強 攻 撃 は 、 戦う 場所 や 英 の 数 を よく 考え て 利用 。 
上 Me 1 際 し た い 。 敵 が 少な いう ち は 杖 の 状態 は 銀 放 
左右 に 対し て は 常時 と 同様 に 、 で 素早 く 攻撃 し 、 敵 が 集まっ た ら 変 上 形 
3 通常 攻撃 、 正 面 英 と の 位置 関 係 形 攻撃 を 繰り 出し て 、 攻 軸 較 が 広がれ 
に OLKGFtED4 に 合わ せ て 、 攻 い 「 由 ヌ いっ た 使い KS 
2 届 が 向い て いる 撃 を 使い 分 け て 凌 刻 1 7 ん ai の yzj び 部 
だ ろう 。 いこ う 。 が 基本 と な る だ ろう 。 * 気 に 























@ Bieodhborme 狩人 の 玖 約 書 


Weapon:Mamual4 


獣 狩 0 の 短銃 


Beast_hurt、gun 


忠 離 の 射程 を 持つ 左手 武器 AO 


最初 に 選べ る 左手 武器 の 1 つ 。 1 回 の 攻撃 で 弾丸 。 鞭 。 ーー 
1 発 発射 する 、 オ ー ソ ドッ クス な 銃 と な っ て いる 。 ク 
セ が な く 、 扱 いや すさ は 散弾 銃 より も 上 だ 。 





0 4 成 力 は 低 
め だ が 、 中 
距離 か ら 攻 

撃 可 能 。 攻 
撃 の 合間 の 

けん 制 に も 








Weapon NEHUEIIR 


獣 狩 9 


Beast huntShotgun 


複数 の 弾丸 を 一 気 に 発射 


最初 に 選べ る 左手 武器 の 1 つ で 、 一 度 に 多数 の 弾丸 
を バラ まく 散弾 銃 。 弾 丸 1 発 の 威力 は 低い が 、 近 距離 
か ら ま と め て 当て る こと で 大 ダメ ー ジ が 狙え る 。 


2 Hi 
器 を 扱う 感 
覚 で 使 お う 。 
- 弾丸 消費 は 、 
- 。 、 1 回 の 攻撃 
”  / に つき 1 発 
ぷん と な る 。 
















すべ て の 狩人 の 始 る 9 の 地 


、 狩人 の 茅 


狩人 が 拠点 と し て 使う こと に な る 
0 エリ ア 。 こ こ に は 敵 が 出現 せ ず 、 各 


ステ ー ジ へ と 繋が る 慕 石 





(1 Le 人 が 踏み 入れ る 
| M | 地 に 触れ る 


、 人形 、 そ 
し て 多数 の 使者 が 存在 する 。 





ここ で は 狩人 の 拠点 と な る “狩人 
の 夢 ” に ある 各 施 設 を 解説 。 そ 
し て 、 狩 人 が 最初 に 訪れ る こと に 
な る 、 市 街 地 「 ヤ ー ナ ム 」 も 紹介 。 
ここ で 対 財 す る 敵 な ども 公開 し て 
いく の で 、 チ ェ ッ ク し て ほし い 。 











、 施設 1 人形 に よる レベ ル ア ッ プ 


狩人 の 夢 に は 人 形 が お り 、 彼 女 に 話し か ける こと で 
ステ ー タ ス の 強化 が 行え る 。 行 うに は 敵 を 倒し た 際 に 
入手 で きる 血 の 遺 志 が 必要 。 





隊 02 


ム ス テ ー タ ス は 1 ずつ 上 げ る こと が で き 、 1 つ 上 げ る ご と に 
レベ ル も 1 つ 上 昇 。 レ ベル アッ プ に 必要 な 血 の 遺 志 は レベ ル 
に 応じ て 必要 数 が 増加 し て いく 。 






狩人 の 夢 に いる 美 し 
い 人 形 。 最 初 は 動か ず 、 
会 話 む で き な い が ……。 


る ま ッ ン 


は じ め ま し て 。 狩 人様 





18 





まっ 
』 











ゲー ム を 進め て いく 
と 、 人 形 で レベ ル ア ッ 
プ が で きる よう に な る 。 


TA ぃ 








_ 施設 2 使者 と の 売買 が 可能 


な 本 GR に 


狩人 の 夢 に は た く 
さん の 使者 が いる 。 
その な か の 、 水 盆 の 
中 に いる 使者 と は 直 
器 や アイ テム の 売買 
が 可能 ! 血 の 遺 志 
が お 金 の 代わ り と な に 
る の で 、 敵 を 倒し た し 
ら 寄っ て みよ う 。 6 


は 表記 補 
4a 


cl 療 AuONrNBh .W 麓 は 難 
(reweH(TrteNSI 叶 中 次 き 耳 8 肢 世 人 





施設 3 洋館 の 中 で 武器 の 強化 & 修 理 


保管 箱 や 武器 工房 が 存在 する 。 こ の 武器 
工房 は 、 武 器 の 強化 や 修理 を 自由 に 行え 
る 施設 だ 。 武器 の 強 
AN 3 化 に は 「 血 石 の 欠片 ] 」 
と いっ た アイ テム が 
必要 で 、 修 理 に は 血 
) の 遺志 が 必要 と な る 。 ' 
長旅 の 後 は 、 修 理 を 
忘れ ず に 。 


狩人 の 夢 の 階段 を 上 っ た 先 に ある 小さ 
な 洋館 の 中 に は 、 ア イ テ ム が 保存 で きる 







く か つて の 狩人 が 残し は 
た 武器 工房 材料 や 工 
具 が あれ ば 、 武 器 の さ 
ら な る 強化 が 行え る 。 





名 Bleodfborme 狩人 の 敬 約 書 


ヨ ツ 交 診 療 所 の め ら ヤー ナ ュ ッ 市 笛 和 生 く 


3 、  。 消 の は じ ま り は 診療 所 か ら 
か る oO こき すう CE 


4 狩人 が 謎 の 獣 に 襲わ れる 悪夢 か ら 目 覚め マ Y 診 療 所 の 地面 に いる 使者 か ら 操作 方 法 を 
る と 、 そ こ は 診 療 所 の 一 室 で あっ た 。 教え て も らい な が ら 、 診 療 所 の 外 を 目指 す 。 


RT : 放 撃 ( 有 手 上 咽 ) 








HOEES 
= 


































ヨセフ カ の 診療 所 
に 思 し 区 * ご を 起こ し て 
2 ゴ を 隆 ろ す 
3 ーーーーーーーーー 
| ヤー ナム の 街 に 入る と 、 そ 
こ は 荒 れ 果 て て いた 。 まずは 
先 へ 進む ハシ ゴ を 降ろ そう 。 
プン は 
狩人 の 
倒 点 と 5 SSR EN ど 押 
9 獣 を 焼く | 5 
と うる 冬 衆 の も と へ 0 、 8 
コ 狩 上 き Ns ーー 
き 学 ム す で に 獣 の 病 に か か っ た 辞 
復 夢 れ 衆 が 、 い た る と ころ に 潜ん で 
委 衣 虹 3 に CYPrAl 人 
1 る れ 送 身 の 安全 は 保証 で き な い ……。 
"る 地 
ュ 
WW > 








ル N N *S ・ 5 補 を Mt 
| 「 貞 の 病 ] に 冒 され た 人 々 。 手 な 人 た いま つと 武器 を 4 錠 を 手 に 、 振 り 回 4 両手 語 を 持ち お 、 巧 4 農具 の すき を 槍 の 人 木 の 板 を 圧 代 わり 
Bb どか が 異様 に 発達 し て いる 。 持ち 、 狩 人 を 狙う 。 し な が ら 坦 っ て くる 。 み に 扱 う 敵 も 存在 ! よう に 使う 敵 も いる 。 に 戦う 敵 も ! 














1 


TTP 


ま 


| 


群 浅 が 潜む ヤー ナム 市 街 か ら 、 
YNSASCRGEk 半 人 








大 橋 に 内 


大 橋 の 近く に は 大 型 の 黒 
い 獣 が うろ つい て いる 。 獣 
ES うた さ ウ リル ゴリ 1 


が る 獣 










区 4/ き っ 7/ 


時 


トコ ニレ | の / ン に 3 だ ツ ョ レ 
噴水 広場 で 狩人 に 
衣 い 掛か る 。 そ の 付近 に は 岩 
を 片手 に 扉 を た た き 続け る 巨 
駆 の 姿 も 確認 で きる 。 



















hu の の Si2】aEN 











1 EMY 
に あん モ ク 】 リ 6 


ルレ 


b 素早 い 攻 撃 を 仕掛 け て く 
る 凶暴 な 犬 。 気づか れる 前 
に 倒し た い 。 








犬 を は じ め カ ラス や 黒い 四 つ 脚 の 獣 な ど 、 狩 
人 を 襲 う も の は 群 軍 だ け に と ど ま ら な い 。 こ の 
異形 た ち は 、 鋭 い 爪 や 牙 で 襲い 掛か っ て くる 。 





非常 に 強力 な 爪 の 攻撃 で 
狩人 を 苦し め る 。 





4 犬 より も 大 型 の 黒い 獣 。 

















NNW 手足 や 顔 の 作り な ど 、 ど こ か 人 の 痕跡 を 残し 
た 異形 の 群衆 。 獣 を 狩る 狩人 と は 反対 に 、 狩 人 
人 の 形 を 捨 て た を 狩る た めか 、 そ の 手 に は 武器 を 持つ 。 


群 奈 
















4^ 和 の 中 か ら 悲 痛 な 叫 
び を あげ る も の や 、 固 そ 
うな 石 を 手 に 狩人 を 襲っ 
て くる も の も いる 。 











無造作 に 
Sa れ た 栓 


< 街 の 則 に は 大 還 
の 栓 が 放置 され て 
いる 。 獣 の 病 に 冒 
され た 回 者 用 か ? 





は りつ け に され た 大 型 の 獣 が 群 


獣 と 群衆 衆 の 手 に よっ て 焼 か れ て いる の が 確認 で きる 。 すでに 獣 
の 病 に 置 され て いる 彼ら に と っ て は 、 プ レイ ヤー も 獣 と 
し て 認識 され 、 気 配 を 感じ る と 襲い か か っ て くる 。 





| 
「 


| 
| 





ENEIMY 


大 橋 で 待ち 構 を る 大 型 の 獣 


塁 職 者 の 獣 


ヤー ナム 市 街 の 奥 。 大 橋 の 先 へ と 進 も 
うと する と 出現 する 大 型 の 獣 。 群 航 と 同 
じ く 左腕 が 発達 し て お り 、 獣 の 病 に より 
7/ 寺 9 ロレ w っ お 導 < さ の 7/ た 9JJKGE ご 19』 
に る 】 三 Y ル ウ ア さ ュ ヲ だ さと 2 の と っ 1 ひよ ご アパ 
き な 特 徴 だ 。 体 中 に は 筋肉 の 繊維 の よう 
たよ づ の //) に の Io7/)N 導 し EYEcG 


代 向 に 発達 し た 諾 腕 と 


素 星 い 動き で 狩人 を 襲う 屋 大 な 獣 





人 犬 や 黒い 獣 に は な い 角 が 発達 し て いる の 
が 大 き な 特 徴 だ 。 また 獣 の 身体 を よく 見 る 
と 、 う ご めく 何 か が ……。 


が 考 36( に 力 を タメ た ら 
凍 か か り の 合図 


8 
コ に きだ: 
特 60tFeK な に 


ンク クン 





の 





1 


計 「7:。 
飛び 上 が り 後 の 較 議 
た た きつ け 攻 撃 計 証 


ト Le 





ジャ ンプ 後に 大 き な 
腕 か ら 繰 り 出さ れる た 
た きつ け 攻 撃 の 威力 は 
絶大 ! また 、 接 近 後 
に は つか みか か っ て く 
る こと も ある 。 一瞬 た 
り と も 油断 は 禁物 だ 。 





2 


アバ ラ 骨 が 見 える 。 ア ン バ ラ ンス な 体 だ 
が 、 破 壊 力 は 並み の 狩人 を 一 撃 で 倒す ほ 
ど 。 この 獣 が ヤー ナム の 市 街 で ご 何 を し て 
いた の か 、 そ し て 聖職 者 と は 誰 な の か ? 
一 切 が 不明 だ が 、 行 く 手 を 阻む この 獣 を 
に NE と ニタ AKGEIA?2P ル AIEY と So7 た さ の F 較 三 ! 
大 な 左腕 に 注意 し つつ 戦 お う 。 





素早い 右腕 の 攻撃 に も 気 を つ 
けた い が 、 左腕 の た た きつ け 攻 

撃 は 破壊 力 抜群 。 見 た 目 以上 に > 呈 者 の 人 
伸び る の で 距離 に も 注意 。 to ー 


左腕 の 腕力 を 利 PIT 
お:1PxG と ジル リン ル / eZ > 
で 人 迫っ て くる 。 






























Blssdborme 狩人 の 碑 約 書 




















安全 な 場所 は 一 切 ナ シ ! 


大 橋 の 脇 に は 、 い くつ か の 石像 や 馬車 が 置 
か れ て いる 。 そ れ ら を 盾 に し た い が 、 聖 職 者 
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^ 橋 の 上 に あっ た 馬車 に 隠れ て いた が 、 馬 車 は 聖 
職 者 の 獣 の 一 撃 で あっけなく 大 破 。 長 い 左 腕 に 巻 
寺 込 まれ て 、 馬 車 と 同時 に 狩人 も ダメ ー ジ を 受け 
て し まう 。 一 時 的 な 回 避 手 段 と し て は 使え そう だ 
が 、 長 居 す る こと は で き な さ そう だ 。 
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【 ま ず は じ め に …… 】 


ーー つい に 発売 日 を 迎え ます が 、 開 発作 業 を 振り 返っ て 
いた だ いて 率直 な 感想 を お 願い し ます 。 
山際 氏 : や は り 最 初 に フロ ム ・ ソ フト ウェ ア さ ん か ら 企 
画 書 を 見 せ て も ら っ た と き の “これ は すご いこ と に な る ? 
う 感 動 が 忘れ られ な いで すね 。 そ こ か ら は その 感動 
実現 する た め に ここ まで や っ て きま し た 。 と き に うま 
くい か な いこ と も あり まし た が 、 イ ベン ト 会 場 や ソー シ 
ル メ ディ ア な どの ユー ザー さん の 声 を 励み に 、 ス タッ 
フー 丸 と な っ て が ん ば っ て ぎました 。 発売 日 に ユー ザー 
さん と オン ライ ン で つなが る こと が と て も 楽し み で す 。 
ーー 「『Demon's Souls』 以来 の タッ グ を 組ん で の 作品 
> ヽ で し た が 、 いか が し た か ? “な に が 印象 に 残る よう な 
、 思い 出 や エピ ソー ド が あっ た ら 教 えて くだ さい 。 
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に な る と ころ が あっ て も まあ いい か と な る こと っ て ある 


どい と き や 時 間 が な いと き は 、 及 第 点 に 達する と 少し 気 
可 


いま す が 、 フ 回 さ ん は 妥協 し な いん で す 。 い わ ゆ 
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時 ー 一 本 作 の 時 代 ・ 舞 台 設 定 は 、 主 に どの よう な きっ がけ 


で 生ま れ た の で し ょ うか 。 も し 、 な ん ら か の モチ ー フ と 
な る 作品 が めった り 、 な ん ら か の 原 体験 が 元 に な っ て い 
まし た ら 教え て いた だ ける と 幸い で す 。 

山際 氏 : 開発 初期 に 宮崎 さん か ら は いく つか イン スピ レ 
ーション の 元 を 伺い まし た 。 そ れ は 、 古典 的 ゴシック ホ 
ラー の 小説 群 、 ラ ヴ ク ラ フト に 代表 され る クト ゥ ルフ 神 
話 の 作品 群 、 そ し て それ ら を モチ ー フ に し た いく つか の 
ボー ド ゲ ー ム や 、THPG な ど で す 。 と くに お も し ろ い 
な と 思っ た の は 、 着 想 の 根本 は テキ スト で ある こと が 多 
91 コト と し イ っ <I の / ユ に 

ーー 人 形 や 鳥羽 の 狩人 、 ガス コイ ン な どの 登場 人 物 の な 
か で 、 お 気に入り の キャ ラ 、 注 目 し て ほし いと ころ が あ 
12 た 97/ コ 2 と > と きく GL⑳/=fo り 上 

山際 氏 : や は り 、TGS の 遊 王 戦 か ら 、 あ ら ゆ る イベ ン 
ト で ずっ と 戦っ て きた 「 聖 職 者 の 獣 ] で し よう か 。 も は 
や 戦友 の よう に すら 感じ ます ( 笑 )。 あ と は SCE の ス 
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: フロ ム さ ん の 妥協 を 許さ な い 姿 勢 で すね 。 し ん 


- だ rr 


る フロ ム さ ん らし さと いう の は 、 特 別 な こと で は な く 、 
こう いう 積み 重ね で 成り 立っ て いる の だ な と 感銘 を 受け 
E37/ 

ーー タイ トル の 「『Bloodborne」 に は 、 ど ん な 意味 が 込 
Lo KG の YO の Dec の) 

山際 氏 : ゲー ム 内 で タイ トル 回 収 で を きる よう に な っ て い 
る の で 、 ユ ー ザ ー さ ん 自ら の 手 で 解き 明か し て ほし いで 
すね 。 ネ タバ レ す る と 楽し み を 奪う こと に な る の で 答え 
る の は や め て お きま す 。 

ーーP 8 時 と いう 人 ハイ スペ ペック マ シン で 制作 する に あ た 
っ て 、 こ だ わり の よう な も の や 、 心 が けた こと は どん な 
の し よう が の? 1 





、 山際 氏 : PS 4 だ か ら で き た こと は と て も 多く あり ます $ 


いく つか あげ る と すれ ば 、 密 に 作り こま れ 、 ま た 相互 


_ に 繋が づ た ゴシック ある い は ヴィ クト リア ン の 街並み や 、 5 


また 、 1 本 の 武器 に 多様 な モー ショ ン を 必要 と する 「 仕 
掛け 武器 の 概念 な ど で す 。 
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タッ フ た ちと 遊ん で いた と き に 苦し め ら れ た 「 ガ スコ イ 

ン 」 で すね 。 序盤 の 山 と な る 存在 で す が 、 か な ら ず 攻略 

法 は ある の で 、 あ きら め ず に 見 出し て くだ さい 。 

数 々 の 獣 は 、 主 に どの よう な コン セプト で 生ま れ た 1 
も の な の で し ょ うか 。 N 
山際 氏 : 獣 の 病 に よっ て 人 な ら ざ る 存在 に 変貌 する わけ 
で す が 、“~ 人 の 内 に ある 怖 さ ” と いう の が テー マ の 1 つ 

に あっ て 、 人 だ っ た と き の 在 り 方 が 獣 化 の 姿 に 影響 を 与 

えて いま す 。 獣 化 し た 姿 、 1 つ 1 つ に 意味 が ある の で 、 

いろ いろ と 想像 し て と ほし いで すね 。 

ー 一 市 街 地 、 聖 堂 街 、 禁 域 の 森 な ど 多 数 の ステ ー ジ が 登 

場 し ます が 、 デ ザイ ン 的 な コン セプト 、 ア クシ ョ ン の ス 

テー ジ と し て の コン セプト を 教え て くだ さい 。 

山際 氏 : 宮崎 さん の ディ レク ショ ン 史 上 、 こ の ヤー ナム 

は も っ と も 陰 散 で 不吉 な 世界 観 だ と 思い ます 。 も ちろ ん 

ゲー ム と し て の バリ エー ショ ン は 用 意 さ れ て お り 、 そ れ 

ぞ れ 攻略 し が い の あ る 立体 的 な 構造 に な っ て いま す 。 


























【 武 器 & ア クシ ョ ン の 魅力 】 


ーー 攻撃 手段 の 1 つ に 射撃 武器 を 導入 し た 経緯 と は ? 
山際 氏 : 死闘 と いう テー マ に 相応 し い 、 能 動 的 な 斬り 合 
いや 撃ち 合い の 激しい バト ル を 実現 する た めで す 。 

ーー 「 変 形 武器 ) と いう アイ デア は 、 ど ん な と ころ か ら 
生ま れ た の で し ょ うか ? 

山際 氏 : 本 作 の 世界 観 は 、『Demon's Souls」 より 現 
実に 近い こと も あっ て 、“ 人 の 技術 で 獣 に 対抗 し て いく ” 
と いう イメ ー ジ が あり ます 。 そ うい う 人 の 技術 の 粋 と し 
て 、 変形 機構 の ある 仕掛 け 武 器 と いう アイ デア が 生ま れ 
まし た 。 

ーー 現在 公開 され て いる 武器 や 衣装 以外 に 、 使 っ て ほし 
い 、 注 目 し て ほし い 武 器 や 衣装 は あり ます か ? 

山際 氏 : フロ ム ・ ソ フト ウェ ア さ ん ら も い 租 いわ ゆる ロ 
マン 武器 を いく つが 用意 し て いま す 。 非常 に 扱い づら い 
…… も と い 、 ロ マン あふ れる 武器 を 使い こなす 猛者 が 出 
て くる こと を 期待 し て いま す 。 

ー 一 操作 方 法 や アプ ショ ン 関 連 の シス テム で 心がけ た と 
eo1Eo1 の に > の 

山際 氏 : 本 作 で は 、 テ ン ポ が 速く 、 攻 撃 的 な アプ ロー チ 
の バト ル を 採用 し て いま す が 、 そ れ は 、 バ トル の 打開 手 
段 が 単に アク ショ ン 性 に 限定 され る こと を 意味 し ませ ん 。 
本 作 の バト ル に も また 、 工 夫 と 学習 の 余地 が あり 、 そ の 
必要 を 感じ る こと も ある と 思い ます 。 1 
ーー まず プレ イ す る に あたっ て 、 初 心 者 が 心がけ た ほう ! 
が いい アク ショ ン の ポイ ント な ど が あり まし た ら 教え て 
くだ さい 。 

山際 氏 : バト ル の 戦略 に うち まく アイ テム を 組み 込ん で ほ 
し いで すね 。 い ろ い ろ な アイ テム を 試す と 思わ ぬ 攻 略 法 
を 見 つけ る こと が で きる か も し れ ま せん よ 。 
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フロ ム ・ ソ フト ウェ ア と し て 初 の PS 4 タイ トル で 、 こ れ ま で 決し て 平坦 な 開発 で は あり 
ませ ん で し た が 、 開 発 メ ン バ ー の 頑張 りや S CE さん の 数 々 の サポ ー ト も あっ て 、 な ん と か 
完成 に こぎ つけ る こと が で きま し た 。 本 作 は 人 間 が 異形 の 獣 に 変わ っ て し まう と いう “ 獣 の 
病 ' が は び こ る 古都 ヤー ナム で 、 狩 人 が 血まみれ の 死闘 を 繰り 広げ る も の で す 。 ユー ザー の 
みな さん に は 、 こ の 暗く て 恐怖 に 溢れ た お ぞ ま し い 体 験 を 楽し ん で いた だ きた いで す 。 
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Bleodborme 狩人 の 碑 約 書 


ー 一 協力 プレ イ と 敵対 プレ イ 、 ぞ れ ぞ れ の メリ ッ ト と 醒 
醐 味 を 教え て くだ さい 。 

山際 氏 : それ ぞ れ の プレ イ が 楽し め る よう に 、 ま た 相 容 
れ ら れる よう に 配慮 し て いま す 。 いわ ゆる * 初 心 者 狩り 
の よう な 事態 を 避け る た め 、 ご く 低 レベ ル で の 侵入 は 制 
限 さ れ て いま すし 、 侵 入 そ の も の を 媒介 する 「 鐘 を 鳴ら 
す 女 」 の 存在 に より 、 こ れ を 倒す こと で 侵入 を スト ッ プ 
する 、 と いう 選択 肢 も 用 意 さ れ て いま す 。 

聖杯 ダン ジョ ン の 見 どこ ろ を 教え て くだ さい 。 
山際 氏 : 理論 上 、 と いう 話 で いう と 、 聖 杯 ダン ジョ ン を 
プレ イ せ ず に ゲー ム を クリ ア す る こと は 可能 で す が 、 よ 
り 強 く 武器 を 強化 する 素材 や 、 こ こ で し か 入手 で き な い 
アイ テム な ども あり ます の で 、 強 く な り た い プ レイ ヤー 
は ぜひ 挑戦 し て くだ さい 。 ま た 「 汎 聖杯 | ど 呼 ば れる 聖 
杯 を 使っ た 儀式 で 作成 し た ダン ジョ ン は 、 作 成す る た び 
に 内 部 構造 が 変わ り ま す 。 聖 本 ダンジョン は ほか の プレ 
イヤ ー と 共有 する ざと が で きる の で 、 ユ ー ザ ー さ ん の な 





が の ダン ジョ ン が 生ま れる と 楽し そう で すね 。 
を うな 経 線 で 生ま れ た も の な の で し ょ う 。 
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非同期 コミ ュ ニ ケー ショ ン ” を より 
、 と いう と ころ か ら 生 まれ た キャ ラ 
存在 に な っ た と 思い ます 。 手記 


【 の る 前 に ※…】 
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ーー II66dborne」 は SCE さ ん に と っ て どの よう な 
の 催 遇 と な り ま し た か ? 

















まし た が 、3 519)/ う /P ッ / ゴ コリ ント き コ に 
みな さん が コ グ に 新た な も の を 求め て お り 、 待 
\ た 現れ だ と 思う に うれ し いで す 。 
催 体 制 の 機会 が 上 うに AT ぱ コ 
に 挑戦 し 、 み が iu の 期待 を よい 意味 で 裏切る も の を お 
見 せ し た いと 思い 絆 。 
ーー 一 本 作 を これ 
け て ひと 言 、 メ 
山際 氏 : 本 作 は 、P 加 4 
ゲー ム 体験 を 生み 出 其 : 
知 の 探索 」「 死 闘 感 
ー マ を 追求 し て き 














\ イ ス を お 願い し ます 。 
\ う 新しい ハー ド で 、 新しい 
ち 上 げた タイ トル で 、「 未 
\ オ ン ラ イン 体験 」 と いう テ 
の 底 か ら “みな さん に 遊ん 
で ほし いと 思え る 回 292 た 3 際 / 科 と 区 
めい た 世界 に 触れ 、 回 E3: り IPI ニ 1 時:2kM 2 し 
征 す る よろ こび を 楽し ん で くだ さい 。 
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